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蒙古字韻の改装などについて 

吉池孝一 

一 

元の朱宗文による校訂の序（至大戊申・1308年）が付された「蒙古字韻」の写本が、

ロンドン大英図書館のOriental＆India Office Collectionsに所蔵されている。この写

本は現在知られているたった一つのテキストであり、尾崎雄二郎1962の、欠筆などの研

究により清の乾隆年間に書写されたことが分かっている。このロンドンの写本を実際に

見てその体裁を報告したものに橋本萬太郎1971、遠藤光曉1990などがある。いま橋本萬

太郎1971の2頁によると次のようにある。 

本文は茶色の渋紙［後に述べる関西大学複製本の写真が大分汚ないのはこの色のせ

いであろう］に職人的に見事な筆で墨書されており，現装では全部白紙で裏打ちさ

れている。関西大学の東西学術研究所は1956年にこの抄本の写真複製本を刊行され

たが、その複製本にも見られる通り，下冊に虫食いがある。その虫食いは，今は亡

き先輩石浜純太郎先生が丁度半世紀前に外遊された折に写真撮影されたのと寸分た

がわず，先生も親しくこの書を手にされたのかと思うと，これは私事にわたるが，

筆者は原抄本をひもときながら胸をしめつけられるような懐かしさにおそわれた。

（2頁） 

「現装では全部白紙で裏打ちされている。」とあるがそれは以下の状況を指すものであ

ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

関西大学写真複製本         改装後のロンドン写本1  

関西大学写真複製本は虫食いを通して次の葉が見える。これより、写真を撮った時点で

は、白紙の裏打ちがなされていなかったことがわかる。関西大学東西学術研究所の写真

                                                 
1 1994 年、大英図書館より入手したマイクロフィルムによる。 
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複製本は石浜純太郎氏が1921年に撮影したものに拠るというから、すくなくとも1921年

（撮影期日）から1971年（橋本氏報告）の間に大英図書館において裏打ちされ現在の装

丁となったことになる。 

二 

現在の蒙古字韻は、各葉裏打ちがなされ、灰色の表紙が付されて二冊本となっている

わけであるが、その灰色の表紙と裏打ち用の白い紙の天地は共に、茶色の写本本体より

も3cmほど大きい。しかもその蒙古字韻二冊は、帙にぴたりと収まる2。 

おそらく、帙の大きさに合わせて、改装時に灰色の表紙および裏打ち用の紙の大きさ

を定めたのであろう。現在の帙がもとからのものであるのか、それとも1921年以降新た

に作られたものか或いは他の帙を流用したのであるのかという事について確かなことは

分らない。 

三 

なお、現在大英図書館に所蔵されている蒙古字韻および大英図書館より供給されるマ

イクロフィルムは裏打ちなどの改装が施されたものであり、改装前の状態は今となって

は関西大学の写真複製本でしか知ることができない。その点で、関西大学の写真複製本

は、パスパ文字と蒙古字韻の研究史にとって貴重な資料ということになる。 
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